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二宮 :diffractionpatternの各々のpeakの (移動 )に矛盾はないか?
1日,111,PbとかIiq.metalの場合には,温度が上るとkの一番小さいピークは小
さい方に移動して格子が伸びたようだが,もっと外のピークはkの大きい方に移
動するらしい｡
紀本 :よくわかりません｡
上田:微粒子の内部,外部の違いのexperimentalevidenceはありませんか ?
紀本 :特に実験手段がありません｡
二宮 :A一15型は多重双晶ですか｡
紀本 :多重双晶はAl以外のfccだけです｡
蓮 :citterkonstantsの測定は?
紀本 :精密なものなし｡
蓮 :tlermalvibrationQの振巾大
･bindingが弱 -･Gitterkonstants大となるのでは
紀本 :-っていると言う人もいるvacancy effectにもより不明｡
二宮 :Vacancyが入ったとき伸びるという考えで縮むという考えがあるが
Vacancyがあると-→斥力小一,縮む-(Vacancyは表面に出てくる)
小さくなるはずでは?
紀本 :一番精密に測定されているIJiFでも大小の二説あり｡
二宮 :interferencepattern二一,S(R～W)- g(∫)
J(R)
/
ambiguityはどの程度 ?
紀本 :incoherentな部分を引き去る必要あり｡
下地がなければかなりweldefined.下地があればかなりあいまいさがのこる｡
戸田 :金属に対しては,latticeconstantの変化-volumeの変化を考えれば小さくなっ
てもよい｡
-B41-
紀本和男
表面がdiffuseでentropy大o
F-E-TS
Eが大になってもSでかせ ぐから0.K
縮んでもよい｡
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